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嘉麻市教職員の人権意識、人権・同和教育に関する調査（平成３１年２月実施）と福岡県同

調査（平成２８年度実施）の結果の相違点に関する資料 

令和元年７月 

嘉麻市教育研究所 

 

問１ 「差別」について、どのような考えを持っていますか。 

（イ）「差別されている人は、まず、自分たちが世の中に受け入れられるよう努力すること

が必要だ。」 

○「まったく思わない」 

福岡県 51％ 嘉麻市 65％ 差 ＋10 ポイント 

 

（エ）「差別の原因には、差別される人の側に問題があることも多い。」 

○「まったく思わない」 

福岡県 53％ 嘉麻市 74％ 差 ＋21 ポイント 
 

 

問２ 次のことがらについて、人権上問題があると思いますか。 

（イ）「結婚する際には、相手の出身地を調査する。」 

○「問題がある」 

福岡県 80％ 嘉麻市 90％ 差 ＋10 ポイント 
 

 

問３ 人権問題に関する知識や情報を得る手段としてどのようなことが有効だと思います

か。 

（イ）研究団体等が行う研修会 

○「有効である」 

福岡県 52％ 嘉麻市 68％ 差 ＋16 ポイント 

 

（ウ）当事者団体等が行う地域での自主的な学習会 

○「有効である」 

福岡県 56％ 嘉麻市 71％ 差 ＋15 ポイント 

 

（ケ）同僚や友人等との会話 

○「有効である」 

福岡県 38％ 嘉麻市 49％ 差 ＋11 ポイント 
 

 

 

問６ 差別や人権についてもっとも深く考える契機となったのは、どのような出会いや学

びですか。（複数回答） 

１ 人権課題の当事者（家族や親族を含む）との出会い 

福岡県 44％ 嘉麻市 56％ 差 ＋12 ポイント 

 

２ 人権問題の解決に取り組む人（職場の同僚や管理職を含む）との出会い 

福岡県 43％ 嘉麻市 58％ 差 ＋15 ポイント 

 

８ 職場の人権教育の取組 

福岡県 49％ 嘉麻市 63％ 差 ＋14 ポイント 
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問９ 同和問題についてもっとも深く考える契機になったのは、どのような出会いや学び

ですか。（複数回答） 

１ 人権課題の当事者（家族や親族を含む）との出会い 

福岡県 44％ 嘉麻市 55％ 差 ＋11 ポイント 

 

２ 人権問題の解決に取り組む人（職場の同僚や管理職を含む）との出会い 

福岡県 44％ 嘉麻市 56％ 差 ＋12 ポイント 

 

８ 職場の人権教育の取組 

福岡県 52％ 嘉麻市 62％ 差 ＋10 ポイント 
 

 

問１１ 次のさまざまな法律や制度・用語について、どのような認識ですか。 

（ア）明治政府の「解放令」 

○「説明できる」 

福岡県 46％ 嘉麻市 57％ 差 ＋11 ポイント 

 

（イ）水平社宣言 

○「説明できる」 

福岡県 46％ 嘉麻市 60％ 差 ＋14 ポイント 

 

（ウ）同和対策審議会答申 

○「説明できる」 

福岡県 26％ 嘉麻市 36％ 差 ＋10 ポイント 
 

 

問１２ 次のさまざまな意見について、あなたの考えに最も近いのはどれですか。 

（イ）「同和地区の住民だけに特別な施策を実施したこと自体が差別だ。」 

○「まったく思わない」 

福岡県 34％ 嘉麻市 47％ 差 ＋13 ポイント 

 

（オ）「同和問題の解決のためには、まず同和地区の人が努力するべきだ。」 

○「まったく思わない」 

福岡県 53％ 嘉麻市 70％ 差 ＋17 ポイント 

 

（キ）「同和問題解決のためには、同和地区の人々が、かたまって住まないようにするべき

だ。」 

○「まったく思わない」 

福岡県 44％ 嘉麻市 62％ 差 ＋18 ポイント 
 

 

※ 福岡県と嘉麻市の回答率の差が 10ポイント以上の設問について抽出 

 


